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・評価基準を共有することと振り返りにコメントをすることにより、児童の意欲が向上し、学習のリズムがよくなったと感じる。他教
科でも同様の取り組みを行ったが、家庭学習としての事前の取り組みや自己分析をして次の学習を調整する児童の増加が
見られた。一方で、情報量が増えることで、文章を読むことが苦手な児童にとっての負担が懸念される。見やすい資料作成や
提示方法の工夫をしていきたい。

４年社会科（地域の発展につくした人々）
・評価基準をスプレッドシートで児童と共有して学習の見通しをもたせることで、 主体的に学習できるようにした。（図１）
・振り返りにフィードバックのコメントを返すことにより、児童が次の学習を調整したり、 方法を修正したりできるようにした。
・他グループのスライドを参照できるようにし、自己のスライドも共同編集にした。 （図２）そうすることで、他者の進捗状況、
記載内容を参考にしながら授業時間以外でも児童が進めたいときに学びを進められるようになった。（図３）また、児童同
士がスライドのコメント機能を用いて、よいと思ったところや疑問に思ったことを伝えることで、考えの修正や調整を行うことがで
きた。

図１「地いきの発てんにつくした人々」
評価基準

図３ 共同編集でのスライドづくり2

調べたことやもらった資料などは共有し、自
分たちの考えに取り入れられるようにした。

図２ 共同編集でのスライドづくり1


